
10October
2015

「地域型住宅
 グリーン化事業」を考える

特 集

株式会社 エムスクエア・ラボ
注目企業を訪ねる

住宅業界団体30年40年50年、その役割
ここでちょっと一息 Coffee Break

No.600



Kenzai Monthly October 2015 2

2012 〜 14年度の「地域型住宅ブランド化事業」を発展拡充させるものとして、
2015年度からスタートした「地域型住宅グリーン化事業」は2016年度も継続される見通しだ。

第一回の今年度は第1期、第2期の全体で、718グループが採択となっている。
地域の中小住宅関連事業者が供給する住宅の信頼性向上や、

省エネ化に向けた技術力の向上を目指し、地域経済の活性化や持続的発展、
木材自給率の向上などに寄与する同事業について、その意義と取り組み事例を紹介する。

ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
を

補
助
対
象
と
し
て
位
置
付
け

　

地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業（
以
下
、

同
事
業
）
で
補
助
対
象
と
な
る
住
宅
は
、

長
期
優
良
住
宅
と
認
定
低
炭
素
住
宅
、
そ

し
て
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
だ（
図
１
）。

一
戸
当
た
り
の
補
助
額
の
上
限
は
１
０
０

〜
１
６
５
万
円
で
、
地
域
材
を
活
用
す
る

場
合
は
さ
ら
に
20
万
円
が
加
算
さ
れ
る
。

過
去
の
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
と

の
大
き
な
違
い
と
し
て
は
、
認
定
低
炭
素

住
宅
や
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
と
い
う

省
エ
ネ
型
住
宅
が
対
象
と
し
て
取
り
込
ま

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
「
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
を
補
助
対
象

と
す
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
た
住

宅
関
連
事
業
者
の
間
で
、
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
住
宅
の
設
計
・
施
工
技
術
の
共
有
が

予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
小
工

務
店
の
生
産
体
制
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
と

と
も
に
、
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
住

宅
の
省
エ
ネ
化
へ
の
取
り
組
み
の
裾
野
が

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
」と
澁

谷
浩
一
氏
は
言
う
。

　

住
宅
性
能
の
向
上
や
施
主
の
知
識
向
上

な
ど
に
よ
り
、
中
小
住
宅
関
連
事
業
者
が

個
別
に
対
応
す
る
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
難
し

く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
個
々
が
結

束
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ

ろ
う
。
そ
の
意
味
で
も
、
グ
ル
ー
プ
化
を

行
う
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

　

同
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
活
発
に
な
る

こ
と
は
、
施
主
、
中
小
住
宅
関
連
事
業
者
、

そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら

れ
る
。
① 

補
助
金
に
関
し
て
は
施
主
に

還
元
さ
れ
る
こ
と
が
採
択
の
要
件
で
あ
る

た
め
、
長
期
優
良
住
宅
や
省
エ
ネ
性
能
の

高
い
良
質
な
木
造
住
宅
の
取
得
が
容
易
と

な
る
。
② 

中
小
住
宅
関
連
事
業
者
に
と
っ

て
は
、
補
助
金
の
活
用
に
よ
る
施
主
へ
の

訴
求
力
向
上
と
、
良
質
な
木
造
住
宅
の
受

注
拡
大
と
い
う
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
化
に
よ
っ
て
技

術
力
や
営
業
力
が
向
上
し
、
高
品
質
な
住

宅
の
生
産
供
給
が
可
能
に
な
る
。

　

政
策
面
で
も
、
長
期
優
良
住
宅
や
省
エ

ネ
性
能
の
高
い
住
宅
の
供
給
が
全
国
で
進

む
こ
と
で
、
環
境
負
荷
低
減
が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
住
宅
生
産
供

給
体
制
の
強
化
に
つ
な
が
る
。

「地域型住宅グリーン化事業」
を考える

特  集

国土交通省住宅局住宅生産課
木造住宅振興室長

澁
し ぶ た に

谷 浩一氏
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応
募
概
要
と

採
択
の
ポ
イ
ン
ト

　

第
一
回
の
今
年
度
の
採
択
実
績
は
、
住
宅

で
８
６
８
０
戸
分
に
相
当
し
た
と
い
う
。

　
「
全
都
道
府
県
か
ら
申
請
が
あ
り
、
そ
の

規
模
は
予
算
額
の
７
倍
超
。
そ
の
た
め
金

額
と
し
て
は
当
初
の
予
定
通
り
と
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
住
宅
関
連
事
業
者
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
４
年
度
ま
で
の
地
域
型
住
宅
ブ
ラ

ン
ド
化
事
業
で
は
、
１
グ
ル
ー
プ
当
た
り

の
構
成
事
業
者
数
は
延
べ
で
平
均
37
・
８

社
だ
っ
た
の
に
対
し
、
今
回
は
69
・
６
社

と
２
倍
近
い
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

構
成
事
業
者
の
４
割
近
く
を
工
務
店
が

占
め
、
ま
た
、
製
材
・
集
成
材
製
造
・
合

板
製
造
事
業
者
も
増
加
し
た（
図
２
）。
事

務
局
と
し
て
は
建
材
流
通
事
業
者
が
担
う

ケ
ー
ス
が
も
っ
と
も
多
く
、「
最
新
の
情
報

提
供
や
住
宅
建
設
に
関
わ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の

共
有
を
含
め
、
調
整
役
と
し
て
機
能
し
て

い
る
よ
う
だ
」と
い
う
。

　

採
択
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
地
域
の
住

宅
関
連
事
業
者
の
連
携
体
制
構
築
に
よ
る

成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
特
徴
あ
る
地
域

型
住
宅
の
目
標
設
定
」や「
効
率
的
な
住
宅

生
産
供
給
体
制
の
整
備
」、「
長
期
に
わ
た

る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
整
備
」、「
グ
ル
ー

プ
の
技
術
力
の
向
上
」、「
地
域
の
産
業
、

住
文
化
、
景
観
へ
の
寄
与
」な
ど
に
役
立
つ

取
り
組
み
が
行
え
て
い
る
か
な
ど
だ
。

　

ま
た
澁
谷
氏
に
よ
る
と
、「
住
宅
の
省
エ

ネ
基
準
や
フ
ラ
ッ
ト
35
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
住
宅
関
連
施
策
と
制
度
へ
の
対
応
を

通
じ
た
、
施
策
対
応
力
の
向
上
に
役
立
つ

取
り
組
み
で
あ
る
か
ど
う
か
も
ポ
イ
ン
ト

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
関
連
事
業
者

全
体
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
等
に

採
択
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
未
経
験
者
に

優
先
的
に
配
分
し
ま
し
た
」と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

２
０
１
６
年
度
予
算
概
算
要
求
に

グ
リ
ー
ン
化
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
る

　

２
０
１
３
年
に
公
布
さ
れ
た
住
宅
の
省

エ
ネ
基
準
が
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
完
全

施
行
さ
れ
た
他
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
も

２
０
１
５
年
７
月
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。国

が
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
化
に
注
力
し

て
い
る
今
、中
小
工
務
店
が
省
エ
ネ
基
準
を

満
た
す
住
宅
を
的
確
に
供
給
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
は
急
務
と
言
っ
て
い
い
。

　
「
国
交
省
で
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
都

道
府
県
ご
と
の
地
域
協
議
会
に
よ
る
住
宅

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
講
習
会
＊
の
実
施
を

支
援
し
、
全
国
で
の
受
講
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。
地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業

で
も
、
こ
の
講
習
の
修
了
者
が
設
計
・
施

工
ま
た
は
工
事
監
理
に
関
わ
る
こ
と
が
要

件
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

８
月
、
国
交
省
は
２
０
１
６
年
度
の
予

算
概
算
要
求
を
公
表
。
同
事
業
に
つ
い
て

は
今
年
度
比
９
％
増
の
１
２
０
億
円
が
盛

り
込
ま
れ
、
性
能
向
上
計
画
認
定
住
宅
や

気
候
風
土
適
応
型
住
宅
と
い
っ
た
新
し
い

対
象
を
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

同
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
、
住
宅
関
連
事

業
者
に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の

と
な
り
そ
う
だ
。

0

1

2

3

4

5

図2. 採択グループにおける関連事業者数（延べ数）

出所：国土交通省住宅局住宅生産課の資料をもとに作成

（万社） ■ 原木供給
■ 製材・集成材製造・
　 合板製造
■ 建材流通
    （木材を扱わない事業者
      を除く）

■ プレカット加工
■ 設 計
■ 施 工
■ 省エネルギー設備
　 等の流通
■ 木材を扱わない流通
■ その他2012

年
2013

年
2014

年
2015

年

地域型住宅
ブランド化事業

図1. 補助対象となる住宅の概要
長 期 優 良 住 宅 認 定 低 炭 素 住 宅 ゼロ・エネルギー住宅

根　拠　法 長期優良住宅の普及の促進に関する法律 都市の低炭素化の促進に関する法律 －
創 設 時 期 2009 年 6 月 4 日施行 2012 年 12 月 4 日施行 2012 年度（国交省補助開始）

概  要 長期にわたり良好な状態で使用するための措置
が講じられた優良な住宅 低炭素化のための措置が講じられた住宅

住宅の躯体・設備の省エネ性能の向上、再生可
能エネルギーの活用等により、年間での一次エ
ネルギー消費量が正味（ネット）で概ねゼロにな
る住宅

省 エ ネ 性  断熱性能：等級 4 レベル（※1）
・断熱性能：等級 4 レベル（※1）
・一次エネルギー消費量：省エネ基準レベル
  よりマイナス10％以上

・断熱性能：等級 4 レベル（※1）
・一次エネルギー消費量：正味（ネット）で
  概ねゼロ

そ の 他 性 能

・構造躯体等の劣化対策
・耐震性
・可変性
・維持管理・更新の容易性
・一定以上の住宅規模
・良好な景観形成への配慮等

以下のうち 2 つ以上を実施
・HEMS または BEMS の設置
・再生可能エネルギーと連系した蓄電池の設置
・節水に資する機器の設置
・雨水、井戸水または雑排水の利用設備の設置
・劣化軽減対策
・一定のヒートアイランド対策
・木造であること　等

－

累 計 認 定 実 績 約 60 万戸 約 5,000 戸 約 4,800 戸（※ 2）
2015 年度採択結果 6,677 戸 603 戸 1,400 戸

※ 1  住宅の品質確保の促進等に関する法律（平成 11 年 6 月 23 日法律第 81 号）に基づく住宅性能表示制度の断熱等性能等級　　        　         　　　　　　　　出所：国土交通省住宅局住宅生産課資料をもとに作成
※ 2  2014 年度までの補助事業の採択戸数

＊ URL：http://www.shoene.org/
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信
越
地
域
快
適
家
づ
く
り
の
会
の
理
事

を
務
め
る
か
つ
や
ま
設
計
工
房
の
勝
山
敏

雄
氏
は
、「
地
域
の
工
務
店
が
元
気
に
な
る

と
、
地
域
の
木
材
を
使
っ
た
特
徴
あ
る
住

宅
が
建
ち
ま
す
。
ま
ず
は
こ
の
部
分
を
実

現
し
な
く
て
は
、
地
域
の
流
通
店
も
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

地
域
の
流
通
店
が
先
頭
に
立
っ
て
情
報
を

提
供
し
な
が
ら
工
務
店
を
助
け
る
こ
と
は
、

必
然
だ
と
思
い
ま
す
」と
話
す
。

　

地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業（
以
下
、

同
事
業
）に
お
け
る
同
グ
ル
ー
プ
の「
信
越

地
域　

快
適
・
安
心　

や
す
ら
ぎ
の
家
」で

は
、
参
加
事
業
者
の
営
業
エ
リ
ア
が
２
県

の
広
範
囲
に
ま
た
が
る
と
い
う
特
徴
か
ら
、

あ
え
て
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ル
を
定

め
て
い
な
い
。
一
方
で
、
柱
や
梁
に
は
信

州
木
材
・
越
後
杉
・
合
法
木
材
の
い
ず
れ
か

主
に
長
野
県
全
域
お
よ
び
新
潟
県
の
上
越
・
中
越
地
域
を
営
業
エ
リ
ア
に
持
つ
炭
平
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社（
長
野
県
）。
２
０
１
２
年
よ
り
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

に
取
り
組
み
、「
地
元
の
工
務
店
を
元
気
に
し
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、
各
種
の
セ
ミ
ナ
ー

や
勉
強
会
を
実
施
し
、
グ
ル
ー
プ
力
の
強
化
に
挑
ん
で
い
る
。

炭平コーポレーション株式会社
東北信統括取締役　長野支店長

宮澤 正明氏

炭平コーポレーション株式会社
仕入企画部　次長

西 剛
つよし

氏

かつやま設計工房
一級建築士

勝山 敏雄氏

グ
リ
ー
ン
化
事
業
へ
の
取
り
組
み
で

地
域
の
住
宅
関
連
事
業
者
全
体
を
活
性
化

—
事
務
局
／
炭
平
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
株
式
会
社（
建
材
流
通
）

「地域型住宅グリーン化事業」
を考える

特  集

信
越
地
域
快
適
家
づ
く
り
の
会
「
地
域
適
合
住
宅
促
進
部
会
」

採
択
事
例 

① 

を
使
用
す
る
な
ど
の
条
件
の
他
、
雪
と
地

震
に
強
く
、
断
熱
性
を
十
分
に
確
保
し
省

エ
ネ
化
を
図
っ
て
温
度
差
を
な
く
し
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
考
慮
す
る
な
ど
、
性
能
の

み
を
規
定
し
て
い
る
。

　
「
他
に
も
、
畳
を
積
極
的
に
活
用
す
る
、

多
雪
地
域
を
除
き
地
域
風
土
に
根
ざ
し
た

和
瓦
を
活
用
す
る
、
和
室
に
と
ど
ま
ら
ず

積
極
的
に
障
子
を
取
り
付
け
る
な
ど
の
方

針
も
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域

の
職
人
た
ち
に
仕
事
が
回
る
こ
と
を
願
っ
て

の
こ
と
で
す
。
応
募
の
目
的
は
、
地
域
の
住

宅
関
連
事
業
者
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
に
も
あ
る
ん
で
す
」（
勝
山
氏
）

　

炭
平
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
で

は
、
同
事
業
へ
の
取
り
組
み
以
外
で
も
地

域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
住
宅
相
談
窓
口

を
開
設
予
定
だ
と
い
う
。

と
が
必
要
で
す
」（
宮
澤
正
明
氏
）。

　

同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
少
な
く
と
も
月
に
１

回
、
さ
ま
ざ
ま
な
勉
強
会
を
実
施
し
て
い

る
。
住
宅
の
性
能
は
日
々
高
度
に
な
り
、
常

に
新
し
い
情
報
を
仕
入
れ
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
た
だ
求
め
ら
れ
た
も
の
を
運
ぶ

だ
け
で
は
商
売
に
な
ら
な
い
時
代
。
よ
り

高
度
な
提
案
を
積
極
的
に
行
う
た
め
に
は
、

学
び
が
不
可
欠
と
宮
澤
氏
は
話
す
。

　

勉
強
会
の
開
催
で
難
し
い
の
が
事
業
者

に
レ
ベ
ル
の
差
が
あ
る
こ
と
だ
と
い
う
。
地

域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
た
事
業
者
も
い
れ
ば
、
省
エ
ネ
住
宅
は

未
経
験
と
い
う
事
業
者
も
い
る
。
そ
こ
で
、

「
今
さ
ら
聞
け
な
い
長
期
優
良
住
宅
」な
ど

の
基
礎
的
な
勉
強
会
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
建

築
家
を
招
い
て
の「
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
講
座
」

な
ど
、
幅
広
く
企
画
し
て
い
る
。

　

西
剛
氏
は
、「
勉
強
会
は
関
連
す
る
テ
ー

マ
を
万
遍
な
く
網
羅
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
内
か
ら
の
声
も
参
考
に

し
て
お
り
、
最
近
多
い
の
が
長
期
優
良
住

宅
と
、
省
エ
ネ
に
つ
い
て
。
基
礎
ば
か
り

で
は
レ
ベ
ル
が
高
い
事
業
者
を
満
足
さ
せ

ら
れ
な
い
し
、
難
し
い
も
の
ば
か
り
で
は

ま
だ
学
び
始
め
た
ば
か
り
の
事
業
者
を
置

き
去
り
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
体
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
バ
ラ

　
「
一
般
消
費
者
向
け
に
土
地
も
含
め
た
住

宅
ト
ー
タ
ル
の
相
談
に
対
応
で
き
る
専
門

部
署
を
準
備
中
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

施
主
の
困
り
ご
と
に
対
応
で
き
る
関
連
事

業
者
を
グ
ル
ー
プ
か
ら
紹
介
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
対

応
を
目
指
し
、
地
域
関
連
事
業
者
の
受
注

を
促
進
し
た
い
。
今
後
は
、
ま
す
ま
す
住

宅
ト
ー
タ
ル
の
省
エ
ネ
性
能
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
り
ま
す
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
持
っ
て
い
る
流
通
店

が
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
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岐
阜
県
は
森
林
率
が
高
知
県
に
次
い
で

全
国
２
位
。
さ
ら
に
、
大
理
石
や
美
濃
焼
、

和
紙
な
ど
、
県
産
の
素
材
も
豊
富
な
た
め
、

住
宅
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
は
有
利
で
あ
り
、
地

域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業（
以
下
、
同
事

業
）に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
吉
田
芳
治
氏
は
言
う
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
地
域
型
住
宅「
ぎ
ふ
ナ

チ
ュ
ラ
ル　

Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
」の
特
徴

は
、
柱
の
70
％
に
ぎ
ふ
証
明
材
＊
１
、
ま
た

は
、
ぎ
ふ
性
能
表
示
材
＊
２
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
。
さ
ら
に
、
土
台
や
梁
桁
に
は
ぎ

ふ
証
明
材
ま
た
は
、
ぎ
ふ
性
能
表
示
材
、

国
内
外
の
合
法
木
材
を
使
用
し
て
い
る
。

地
産
地
消
の
提
案
と
し
て
、
美
濃
焼
の
タ

イ
ル
な
ど
、
１
種
類
以
上
の
地
産
地
消
品

を
使
用
し
て
い
る
の
も
特
徴
の
一
つ
だ
。

　
「
当
社
で
は
昨
年
ま
で
の
地
域
型
住
宅
ブ

ラ
ン
ド
化
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
頃
か
ら
、
当
社
の
強
み
で
あ
る
無
垢

の
自
然
素
材
を
生
か
し
た
住
宅
の
提
案
を

行
っ
て
い
ま
す
。
同
事
業
で
は
、
グ
ル
ー

プ
に
加
わ
っ
た
関
連
事
業
者
は
ブ
ラ
ン
ド

化
の
と
き
よ
り
も
２
割
程
度
増
加
し
て
い

ま
す
。
と
く
に
、
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅

や
認
定
低
炭
素
住
宅
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、

外
皮
計
算
を
は
じ
め
住
宅
性
能
や
設
備
性

能
を
管
理
す
る
役
割
を
担
う
設
計
事
務
所

の
参
加
も
増
え
ま
し
た
」

　

グ
ル
ー
プ
化
に
あ
た
り
流
通
店
が
担
う

役
割
は
、
モ
ノ
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
各
種
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ

１
９
１
８
年
に
材
木
店
と
し
て
創
業
以
来
、
地
元
岐
阜
県
産
木
材
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し

て
歩
ん
で
き
た
ヤ
マ
ガ
タ
ヤ
産
業（
岐
阜
県
）。
情
報
と
モ
ノ
の
組
み
合
わ
せ
で
付
加
価
値

を
提
供
し
続
け
て
い
る
同
社
は
、
住
宅
関
連
事
業
者
の
グ
ル
ー
プ
化
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

ヤマガタヤ産業株式会社
代表取締役社長

吉田 芳治氏

グ
ル
ー
プ
化
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は

一
社
で
は
で
き
な
い
家
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と

—

事
務
局
／
ヤ
マ
ガ
タ
ヤ
産
業
株
式
会
社（
建
材
流
通
）

「
住
ま
ー
と
シ
テ
ィ 

岐
阜
」

採
択
事
例 

②

事
業
者
に
よ
る
住
宅
づ
く
り
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
場
作
り
も
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
火
災
保
険
の
代
理
店
と
な
り
、
工

務
店
が
火
災
保
険
の
契
約
ま
で
行
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
信
頼
性
向
上
に
努

め
て
い
る
。

　

他
に
も
同
社
で
は
、
他
の
都
道
府
県
に
ま

た
が
る
流
通
店
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。
そ
の
目
的

を
宮
澤
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
木
材
や

建
材
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
、
住
宅

づ
く
り
に
関
わ
る
地
域
な
ら
で
は
の
取
り
組

み
や
苦
労
を
共
有
し
、
自
社
の
取
り
組
み

を
見
直
す
た
め
だ
と
語
る
。
地
域
独
自
の

木
材
や
建
材
を
他
地
域
で
販
売
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
同
事
業
で
は
地
域
の
事
業
者
が
連
携
し

て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
流

通
店
は
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
他
地
域
の

流
通
店
と
グ
ル
ー
プ
化
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
競
合
だ
か
ら

助
け
合
わ
な
い
、
と
い
う
姿
勢
で
は
こ
れ
か

ら
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
同
事
業
に
よ
っ

て
グ
ル
ー
プ
に
な
る
こ
と
の
強
み
を
感
じ
て

い
る
事
業
者
は
多
い
は
ず
な
の
で
、
今
後

は
他
地
域
に
ま
た
が
っ
て
グ
ル
ー
プ
化
を

推
進
し
、
学
び
合
う
場
が
ま
す
ま
す
必
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
」

ン
ス
よ
く
企
画
を
考
え
る
の
に
は
大
変
な

面
も
あ
り
ま
す
ね
」と
語
る
。

　

同
社
で
は
、
運
営
す
る
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
で
広
く
一
般
消
費
者
向
け
に
住
宅

づ
く
り
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
森
林
見
学
や
木
材
加
工
、
住
宅
づ

く
り
の
現
地
見
学
会
な
ど
も
実
施
。
地
域

関連事業者向けに月1回実施している勉強会

一般消費者向けの住宅づくりの見学会などさまざまなイベン
トを実施

■  信越地域快適家づくりの会
    「地域適合住宅促進部会」の構成員

7

19

22

11

25

14

49

製材・
集成材製造・
合板製造

原木供給

建材流通＊

プレカット
加工

設計

2
その他

省エネルギー設備
等の流通

施工

＊ 木材を扱わない事業者を除く

合 計
149社

＊ 1  ぎふ証明材：岐阜県産材かつ合法材であることを証明した材
＊ 2  ぎふ性能表示材：産地・合法性に加え、乾燥度合いや強さなどの品質・性能を表示した高品質なぎふ証明材
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な
い
な
ど
の
理
由
で
、
省
エ
ネ
な
ど
時
代

が
求
め
る
住
宅
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が

進
ま
な
い
工
務
店
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
と
い
う
。「
そ
こ
で
当
社
が
、
住

宅
開
発
を
行
い
、
共
同
で
使
え
る
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
な
ど
を
通
じ
て
一
般
消
費
者
へ
の
ア

ピ
ー
ル
を
支
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

同
社
で
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
一

つ
と
し
て
、
東
濃
ヒ
ノ
キ
の
端
材
を
用
い

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
壁
材「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
」

を
開
発
。
こ
れ
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
の
工

務
店
が
地
域
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
ア

ピ
ー
ル
し
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
維
持
の
た
め
に
定
期
的
に
展
示
会

や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、
提
案
の
幅

を
広
げ
る
情
報
提
供
の
場
と
し
て
活
用
し

て
い
る
。

　
「
今
後
は
、
不
動
産
事
業
者
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
も
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

同
事
業
の
構
成
員
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
住
宅
を
建
て
る
に
は
土
地
が
必
要
で

す
か
ら
、
地
域
密
着
の
不
動
産
事
業
者
と

協
力
す
る
こ
と
で
、
施
主
の
ニ
ー
ズ
を
く

み
取
っ
た
住
宅
づ
く
り
が
進
め
や
す
く
な

る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
金
融
機
関
や
税
理

士
な
ど
と
も
連
携
を
と
っ
て
、
ロ
ー
ン
の

組
み
方
や
相
続
の
問
題
な
ど
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
も
不
可
欠
で
す
」

「住まーとシティ 岐阜」のグループ説明会

国内外から調達した無垢の一枚板でテーブルやカウンター用などに使われる。ショー
ルームを設けており、地域の工務店などが自然素材を生かした住宅提案をする場とし
ても活用されている

と
だ
と
吉
田
氏
。
長
期
優
良
住
宅
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
な
い
、
あ
る
い
は
ブ

ラ
ン
ク
が
あ
り
不
安
だ
と
い
う
事
業
者
に

対
し
、
研
修
会
の
実
施
や
、
省
エ
ネ
性
能

の
計
算
な
ど
も
含
め
た
設
計
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
く
と
い
う
。
情
報
と
モ
ノ
の
組

み
合
わ
せ
で
付
加
価
値
を
提
案
で
き
る
の

が
、
流
通
店
の
強
み
だ
と
語
る
。

　
「
グ
ル
ー
プ
化
を
行
う
こ
と
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
一
社
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
岐
阜

県
ブ
ラ
ン
ド
の
施
主
へ
の
訴
求
力
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
交
省
の
事

業
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
点
も
施
主
の

信
頼
度
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
う
い
う
機
会

が
な
け
れ
ば
、
省
エ
ネ
や
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
住
宅
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が
進
ま
な

い
事
業
者
も
い
ま
す
の
で
、
関
連
事
業
者

全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
は

ず
で
す
」

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
化
は
、
地
域
の
住
宅

関
連
事
業
者
が
大
手
ビ
ル
ダ
ー
に
負
け
な

い
た
め
に
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
吉
田

氏
は
言
う
。

　
「
地
域
の
木
材
や
素
材
を
生
か
し
た
住
宅

づ
く
り
は
、
中
小
工
務
店
の
得
意
技
で
は

あ
り
ま
す
が
、
一
社
単
体
で
は
、
コ
ス
ト

や
情
報
発
信
力
な
ど
で
大
手
に
太
刀
打
ち

す
る
の
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
グ
ル
ー

プ
化
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
が
最
大
限
の

力
を
発
揮
す
る
た
め
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
の
が
流
通
店
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
」

　

一
方
、
流
通
店
に
と
っ
て
も
、
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
工
務
店
な
ど
か
ら
、
施
主
の

声
を
聞
き
や
す
く
な
る
こ
と
は
そ
の
一
つ

だ
。
同
社
で
は
長
年
に
わ
た
り
岐
阜
県
産

の
木
材
を
取
り
扱
っ
て
き
た
が
、
施
主
か

ら
は「
岐
阜
県
に
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
木
材

が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」と
い
う
声
が

届
い
て
お
り
、
地
域
材
の
情
報
発
信
の
必

要
性
を
実
感
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
化
を
行
っ
た
こ
と
で
、

人
手
不
足
や
得
意
分
野
以
外
は
対
応
で
き

■ 「住まーとシティ 岐阜」の構成員

原木供給

12
26

60155

2

6
8

製材・集成材製造・
合板製造

建材流通＊

プレカット
加工

設計

省エネルギー設備
等の流通

施工
合 計

269社

＊ 木材を扱わない事業者を除く

「地域型住宅グリーン化事業」
を考える

特  集
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住宅業界の旬な話題をお届けします！

節目を迎える、住宅業界団体
　住宅建築関係の主な業界団体は、上位団体である住宅生
産団体連合会の構成団体として9団体。中でも、プレハブ
建築協会（プレ協）・日本木造住宅産業協会（木住協）・日本
ツーバイフォー建築協会（2X4協）は大手住宅会社がリー
ダーとなって会員企業および業界を牽引しています。プレ
協は一昨年創立50周年、木住協は今年30周年、2X4協
が来年40周年を迎え、その役割も多様化してきました。
　各々工法別の技術的な研究開発をはじめ健全な住宅の普
及活動、昨今は応急仮設住宅建設支援などの災害対策にお
いてもその役割は大きなものとなっています。長期優良住
宅や省エネルギー基準など国の住宅政策を先導するのも各
協会の会員企業。協会会員企業は、技術から経営に至るま
で意識の高い企業ともいえます。そこで、良質な住宅ス
トック形成を進めるためにも期待されるのは、着工戸数に
占める協会会員企業の建築戸数シェアの拡大。現在、工法
別のシェアは以下のとおり。

　グラフはアパートなど集合住宅も含むため、プレハブ工
法のシェアが高めですが、戸建住宅約52万戸（長屋含む）
に限ると全体の約84％が木造住宅。そのうち、木住協会
員会社の着工シェアは19.5％。残りは非会員、主に地場
の工務店系が約35万戸を建築。戸建市場の7割近くが独
立系の工務店という現状は今も変わらず、国の施策や指導
が届かない事態も課題となっています。

将来に残したい家や街、業界団体の今後
　毎年、プレ協は業界記者向けに研修会を企画、優良住宅
地やプレハブ住宅の工場見学を実施しています。記者たち
にその取り組みや品質をアピールして理解を深めてもらお
うという活動。これも協会の広報、啓蒙活動事業の一つ。
　今回、9月に見学した住宅地は、千葉県の「佐倉そめい野」。
1992年に大林組によって第一期が開発・販売された1,100
戸の街。『邸苑の思想』をテーマに、街並み形成に志高く挑
んだ街が、23年を経てどのようになっているのか？ 住民
やコンサルタントの方による説明とともに見学させていた
だきました。60 ～ 300坪のゆとりある宅地に、ハウスメー
カー各社が上物を建築。平均80坪という広い区画割りだ
けでなく、5mの生活道路の両側（住宅外構に沿って）
50cmの植栽スペースが設けられているのが街の特徴。
40cm高以下の植栽を条件にした低いグリーンベルトが街
を巡り、緑豊かな景観と道路空間のゆとりをもたらしてい
ました。これを維持するための建築協定・緑地協定の変更
更新には関係者の多大な努力があったというお話でした。
　このような1970 ～ 80年代に大量供給された住宅も、
残したい家とそうでない家が明らかになってきます。この
先、不要となるような住宅は供給するべきではなく、業界
団体としては広く業界の裾野にも影響力をもたらす活動が
期待されます。また、高齢社会に対応する住まいを先導す
る試みや、グローバル展開への挑戦、住宅ハードからでは
なく、“住生活”暮らしソフトからの発想がますます求めら
れてくる時代の牽引車となってほしいものです。
　ストック政策にシフトする中でリフォームや中古流通に
ついては、住宅リフォーム推進協議会や優良ストック住宅
推進協議会のように、既存団体の垣根を越えて協働する動
きも活発です。今後、新築供給の減少とともに業界団体に
も再編など変化を求められる時代が来るのでしょう。

住宅業界団体30年40年50年、その役割

藤井 繁子
『月刊 HOUSING』編集長、リクルート住
まい研究所主任研究員などを経てフリーの
住生活ジャーナリストに。自治体や市民団
体と街づくりに関わりながら、国内外で取材・
コンサルティング活動などを行っている。

ここでちょっと一息

vol.49

「佐倉そめい野」（千葉県）　
大型街区の一画、［みかげ小路］には御影石が敷かれた歩道にベ
ンチ風に配置された石も。初期に分譲され、街のシンボル的な風
格のある和風住宅街区には、伝統的な木造住宅の他、鉄骨プレハ
ブ住宅でも立派な瓦葺き和風デザインが見られた。格子戸の門
扉や塗り壁など、誰もが残したい日本の街並みだ

木住協30周年記念ロゴマーク
協会入会金を無料にするなど会
員の裾野を広げる施策も推進中

「住まいの手引き」
（佐倉染井野建築協定／緑地協
定運営委員会）　
住民持ち回りで委員となり、規
約による景観維持など住環境の
保全を住民自らが担う仕組みづ
くり。その努力に脱帽。結果、住
民自身が誇れる街になっている

その他
（RC等）
16.1％

木造軸組
55.2％

プレハブ
15.9％

2X4
12.7％

48.6 14.0 11.2 14.2
（万戸）

※ 新設住宅着工戸数および各協会資料より（H26年度／総88万戸）



Kenzai Monthly October 2015 8

農
作
物
の
直
接
取
引
を
成
立
さ
せ
る

つ
な
ぎ
役
を
務
め
る

—

政
府
の
成
長
戦
略
に
お
い
て
も
重
点
分
野

と
さ
れ
、
い
ま
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
日
本

の
農
業
。し
か
し
、そ
の
現
場
は
安
定
供
給
の
難
し

さ
や
後
継
者
不
足
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
。そ
ん
な
日
本
の
農
業
に
、独
自
の
流
通
の
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
で
革
命
を
起
こ
そ
う
と
し
て

い
る
の
が
、株
式
会
社
エ
ム
ス
ク
エ
ア
・ラ
ボ
だ
。

　「
生
産
者
で
あ
る
農
家
と
、購
買
者
で
あ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
や
食
品
加
工
業
者
な
ど
の
間
で
情
報
を
共

有
し
、
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
直
接
取
引

を
成
立
さ
せ
る
つ
な
ぎ
役
を
務
め
る
の
が
当
社
の

『
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
』
と
い
う
事
業
で
す
。こ
れ

ま
で
の
日
本
の
農
業
で
は
、
農
作
物
の
取
引
に
は

契
約
が
な
か
っ
た
り
、
あ
っ
て
も
購
買
者
側
に
主

導
権
を
握
ら
れ
て
い
る
な
ど
農
家
側
に
不
利
な

点
が
多
か
っ
た
。さ
ら
に
、農
家
と
購
買
者
間
で
情

報
の
共
有
を
行
え
る
場
も
な
く
、
多
様
化
す
る
市

場
の
ニ
ー
ズ
が
生
産
の
現
場
に
伝
わ
ら
な
い
と
い

う
状
況
で
し
た
。農
業
は
社
会
の
礎
で
あ
り
、命
を

支
え
る
産
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的

な
評
価
が
低
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
ん
な
状

況
を
変
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

—

農
家
が〝
作
る
〟こ
と
に
専
念
で
き
る
よ
う
営

業
代
行
や
市
場
ニ
ー
ズ
な
ど
の
情
報
提
供
、
購
買

者
に
対
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
う
ベ
ジ

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
。２
０
１
２
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
わ

ず
か
３
年
、
同
社
の
あ
る
静
岡
県
菊
川
市
の
農
家

90
軒
と
契
約
し
、購
買
者
も
50
軒
に
達
し
て
い
る
。

し
か
し
、
当
初
は
ほ
と
ん
ど
の
農
家
で
門
前
払
い

を
受
け
た
と
い
う
。

　「
農
業
は
土
に
根
付
い
た
仕
事
で
、
簡
単
に
土

地
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
強
い
信
頼

関
係
が
な
い
と
情
報
の
共
有
に
も
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。私
自
身
も
す
ぐ
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、地
道
に
一
軒
一

軒
の
農
家
を
訪
ね
、
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
役
割

を
伝
え
続
け
ま
し
た
。や
が
て
、若
い
農
家
さ
ん
が

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
大
手
食
品

メ
ー
カ
ー
の
加
工
会
社
が
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
口
コ
ミ
が
広
が
り
、
そ
れ
か
ら
は

契
約
数
も
順
調
に
増
え
て
い
ま
す
」

成功の鍵は利益だけを追わず、
需給バランスを取ること

需給をマッチさせ
農作物の価値向上に貢献

物流改善や学びの場の提供で
農家のレベルアップを支援

株
式
会
社 

エ
ム
ス
ク
エ
ア・ラ
ボ

ここが注目ポイント

農家と購買者の思いをつなぐ
「ベジプロバイダー」という
画期的な流通形態を構築

生産者と購買者の新たなつなぎ役となる「ベジプロバイダー」がWin-Winの関係づくりをサ
ポート。農業システムを提供し、データに裏打ちされた農業技術の実証にも取り組む

加藤 百合子 氏

代表取締役社長

本　　社  ● 静岡県菊川市堀之内110-1
創　　業  ● 2009年
資 本 金  ● 1,500万円
従 業 員  ● 4名
事業内容  ● 農業事業企画・運営、ベジプロバイ

ダー事業（農業営業代行、仕入れ
コーディネート、青果販売）、農業
情報システム開発等

生産者と購買者をつなぐ流通の形

契約農家

契約農家

契約農家

契約農家

食品加工業者

レストラン

一般消費者

商社・小売契約農家

生
産
者

購
買
者

ベジ
プロバイダー
マッチング

農 作 物
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　「
価
格
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る

と
き
以
外
は
、
基
本
的
に
農
家
の
言
い
値
で
決

め
て
い
ま
す
。
市
場
よ
り
高
い
と
き
も
あ
り
ま
す

が
、
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
通
し
た
農
作
物
は

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
高
品
質
な
も
の
ば
か
り

で
す
。
実
際
に“
売
り
上
げ
が
伸
び
た
”と
い
う

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
購
買
者
に
は
農
家
の

現
場
に
も
必
ず
足
を
運
ん
で
も
ら
い
ま
す
の
で
、

素
材
が
育
つ
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
て
、
お
客
さ
ん
と
の
会
話
も
弾
む
よ
う
で

す
。
ひ
と
口
に
お
い
し
い
・
高
品
質
な
野
菜
と

い
っ
て
も
、
例
え
ば
加
工
用
な
ら
甘
い
よ
り
酸
味

が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
場
合
も
あ
り
、
生
産
者
と

購
買
者
が
直
接
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
相
談
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
農
家
か
ら
は
、
購
買
者
か
ら
感

想
や
ニ
ー
ズ
を
聞
く
こ
と
で
、
作
付
や
品
目
を
増

や
そ
う
と
い
う
意
欲
が
湧
い
た
、
農
作
物
を
作

る
こ
と
に
自
信
が
持
て
た
と
い
う
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
」

—

同
社
で
は
現
在
、
同
社
ス
タ
ッ
フ
の
目
利

き
で
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
が
、今
後

は
Ｉ
Ｔ
化
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。ま
た
農
家
の

コ
ス
ト
削
減
を
目
指
し
、地
域
で
物
流
を
シ
ェ
ア

す
る
仕
組
み
も
構
築
中
だ
。農
業
の
雇
用
確
保
や

産
業
拡
大
、あ
る
い
は
農
家
へ
の
転
身
を
志
す
人

に
向
け
て
、〝
腕
利
き
〟
の
農
家
の
技
術
継
承
や

拡
大
を
目
的
に
、学
び
の
場
を
設
け
る
構
想
も
あ

る
と
い
う
。同
社
の
情
報
と
信
頼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
、日
本
の
農
業
に
変
革
を
も
た
ら
す
に
違
い

な
い
。

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
、農
家
と

購
買
者
の
Ｗ
ｉ
ｎ-

Ｗ
ｉｎ
の
関
係
構
築

—

ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
利
益
は
、農
家
と
購

買
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
料
や
、
販
売
量
に
応
じ
た
手

数
料
な
ど
だ
。

　「
単
に
農
作
物
の
売
買
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る

と
い
う
従
来
の
や
り
方
で
は
な
い
た
め
、
ス
タ
ー

ト
当
初
は
か
な
り
厳
し
い
状
態
で
し
た
。最
近
に

な
っ
て
よ
う
や
く
利
益
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。資
本
主
義
的
に
利
益
中
心
で
考
え
る

と
、
何
で
も
い
い
か
ら
売
る
の
が
正
解
で
し
ょ
う
。

で
も
、
そ
う
す
る
と
徐
々
に
疲
弊
し
て
立
ち
い
か

な
く
な
る
の
が
農
業
で
す
。か
と
い
っ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
利
益
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。長
い
目
で
見

て
、
農
家
の
技
術
を
底
上
げ
し
な
が
ら
生
産
体
制

を
整
え
、購
買
者
に
と
っ
て
の
価
値
を
見
極
め
、需

給
に
マ
ッ
チ
し
た
農
作
物
を
適
正
価
格
で
流
通
さ

せ
る
。そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
を
成
功
さ
せ
る
鍵
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

—

ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
契
約
農
家
は
増
え

て
い
る
が
、
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に
、

現
段
階
で
は
や
み
く
も
に
増
や
す
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
と
い
う
。購
買
者
が
求
め
る
品
質
と
価

格
、納
期
と
量
の
条
件
を
満
た
し
た
作
物
を
作
る

こ
と
の
で
き
る
〝
腕
利
き
〟
の
農
家
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
い
。収
穫
で
き
た
も
の
、
い
ま
作
っ

て
い
る
も
の
だ
け
を
流
通
さ
せ
る
の
で
は
な
い
、

攻
め
の
農
業
を
目
指
す
た
め
だ
。

農家の現場で素材を確認。日本が得意としてきた「ものづくり」競争力強化を目
指し、同社のノウハウを静岡県外でも活用する試みも模索している 地元スーパー、各地の市場、レストランなどに新鮮で品質にこだわった野菜を届ける
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今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　多摩支店　八王子展示場

編集室より

今号で600 号となりました。ひとえに読者の皆様のおかげです。心より感謝申
し上げます。今後も皆様のお役に立つ誌面作りを心掛けてまいります。こんな
テーマを取り上げてほしいといったご意見やご感想などを、ぜひお寄せくださ
い。（編集室一同）

編
集
後
記

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　 建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業開発部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

　国土交通省は8月27日、2016年度予算概算要求を
公表した。住宅局関係の予算では
① 少子高齢化・人口減少に対応した住まい・まちづくり
② 安全な住まい・まちづくり
③ 優良な住宅ストックの形成と流通促進による
    住宅市場の活性化　
の3分野について、緊急性と新たな投資を促す効果が高
く、民間のノウハウを生かしながら既存ストックを有効
活用するものについて、重点的に取り組むとしている。
　2015年度同様、2016年度予算においても、予算の
重点化を進めるための特別枠「新しい日本のための優先課
題推進枠」が設けられている。住宅関連予算では右の表の
事業などが特別枠として予算要求されている。
　また、「住宅整備に係る官民協調型国際展開推進事業」

（国費：1.5億円）を新たに創設し、住宅事業者の新興国へ
の国際展開に対して支援を進める。民間企業が実施する

住宅建設や住宅設備･部品に関する技術提供、個別住宅プ
ロジェクトへの技術提案の取り組みについて支援を行う。

■ 主な住宅関連予算「優先課題推進枠」

空き家対策総合支援事業                      （国費：20 億円）

新規。市町村が民間事業者等と連携して行う、空き家の活
用 ･ 除却の取り組みに対し、新たに補助金を交付

スマートウェルネス住宅等推進事業
（国費：348 億円、うち特別枠：78 億円）

継続拡充。このうち「サービス付き高齢者向け住宅」につ
いては、市町村の街づくり計画に沿ったものに対する支援
を重点化

長期優良住宅化リフォーム推進事業   （国費：61.2億円）

継続拡充。既存住宅の長寿命化を図る長期優良住宅化リ
フォームの支援に、今年度の約 3 倍の予算を要求

地域型住宅グリーン化事業                （国費：120 億円）

継続拡充。地域の木造住宅の生産体制を強化し、環境負荷
の低減を図る住宅整備の支援事業を継続

ストック活用、長期優良住宅化リフォーム、住宅分野の
国際展開などを推進　－2016年度  住宅局関係予算概算要求

わ が 社 の イチオシイチオシ

　木材･建材、住宅設備機器の卸をメイン業務とする
わが社の基本理念は、「地場産業の活性化」に尽力す
ることです。建築資材をただ卸すだけでなく、様々な
情報を地場の工務店さんに提供したり、工務店さんと
一緒に受注活動をするなど、様々な側面から湘南エリ
アの地場産業をバックアップしています。
　例えば省エネ基準への対応など、入手した情報を
精査し、役立つ最新の情報としてお伝えしています。
そのために職種に関係なく社員は毎週勉強会などで情
報の共有に励んでいます。その結果、お客様からの問
い合わせ対応や提案などを全員でこなす、チーム一丸
の営業活動が実現しました。受注活動のサポートで
は、お施主様に「材木屋」として説明したり、専門家の

視点から設備提案をさせていただくなど、われわれ自
身を工務店さんの受注のための“ツール”として使って
いただいています。また、社員・取引先と一緒にバー
ベキューをしたりして、交流を図っています。

チーム一丸となって情報提供など
工務店の受注活動を支援 大塚 敬介さん株式会社協林 本社営業部

（神奈川県）
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